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※８月のレセプト提出日は ８月７日（月）です 

返戻を含む紙レセプト、猶予期間のフロッピーの提出はこの日にお願いします。 

オンライン請求の場合でも、処方せん受付枚数・広域医療機関受付枚数の報告は継続してお願

いしております。ＦＡＸでもよいのでよろしくお願いいたします。 

 

※平成２９年毎月勤労統計調査（特別調査）調査協力のお願い 

1～4人の常用労働者を雇用する小規模事業所における雇用実態の調査です。 

今回、東京都が調査対象地区となっており、該当する全ての事業所に調査員が訪問します。つ

きましては、調査員が訪問した際には調査にご回答のほどお願いいたします。調査は 8 月～9

月にかけて行います。 

 

※今年の健康展は、例年と日程が変っています 

今年の健康展は、例年と日程が変り、10月 29日（日）となっております｡ 

出動をお願いします。 

 

※別添の「豊島区薬業協同組合」の広報もご覧ください 

事業者用ごみ処理券の販売の案内もぜひご覧ください。 

 

都薬関連およびその他の重要な連絡事項など 

１）【再掲】第５０回日本薬剤師会学術大会（東京）参加のお願いと事前登録のお願い 

今年度、2017年の日薬学術大会は『東京』開催です。 

是非とも参加してください。（10月8、9日） 

豊島区薬剤師会では事前申込をされる方で条件にあてはまる場合は補助をさせていただ

きます。（先着50名）（FAXにて連絡済み、条件追加もあり） 

参加費10,000円のところ一定の補助をいたします。 

都薬雑誌、日薬雑誌に大会についての詳しい情報がありますのでご覧ください。 

なお、都薬では、大会公式ホームページを開設致しましたので、こちらも併せてご覧くだ

さい。 

 

 



２）【再掲】『薬学講習会』開催のお知らせ 

事前申込なし。当日都薬会員証をお持ちください。 

日 時：平成29年8月27日（日） 14:00～17:25 

場 所：東京国際フォーラム ホールA 

受講料：なし 

※「医療安全管理講座」は医薬品の安全使用のための業務指針に規定されている、医薬品

の安全管理に関する研修です。 

※基準薬局認定に必要な講習会の一つです。 

 

３）平成２８年度診療報酬改定の結果検証に係る特別調査「後発医薬品の使用促進策の影

響及び実施状況調査」回答協力のお願い。 

三菱ＵＦＪリサーチ＆コンサルティング株式会社から、厚生労働省保険局医療課名で調査

があります。全国から無作為抽出された1500薬局が対象となっています。対象薬局にはす

でに7月上旬に郵送されております。 

次期調剤報酬改定に向けて基礎資料となる大変重要な調査です。つきましては、調査対象

となられた薬局は、有効回答率向上のために、必ず期限内に回答をするようお願いいたし

ます。 

 

４）日薬「かかりつけ薬剤師・薬局」ウェブサイト コンテンツ追加 

日薬「かかりつけ薬剤師・薬局」特設ウェブサイトでは、「健康サポート薬局」のコンテ

ンツを追加いたしました。 

http://www.nichiyaku.or.jp/kakaritsuke/    をご覧ください。 

 

５）日薬「患者・来局者を対象とした資材」について 

日薬ではホームページに患者・来局者を対象にしたチラシ・ポスターなどを載せており、

ダウンロードできるようになっております。ぜひ、ご利用ください。 

（http://www.nitiyaku.or.jp/）から会員ページにログインしてください。 

 

６）都薬「管理薬剤師研修会」のお知らせ 

例年行っている研修会です。新しく管理薬剤師になられた方、これから管理薬剤師になる

見込みの方、などが対象です。全4回シリーズ。詳しくは、都薬雑誌をご覧になるか、ま

たは豊薬事務局へお問い合わせください。 

 

７）「疼痛緩和のための医療用麻薬医療用麻薬適正使用推進講習会～症例から適正使用を

学ぶ～」の開催について 

厚生労働省医薬・生活衛生局監視指導・麻薬対策課と公益財団法人麻薬・覚せい剤乱用防

止センターの共催です。 

できるだけ多くの参加をお願い致します。他地区での参加も可能です。 

別紙参照 

 

８）後発医薬品の安定供給について情報提供のお願い 

後発品が安定供給されているかどうか、苦情がある場合は、東京都薬剤師会を通して受け

付けるシステムができております。 



別紙の様式を用いて東京都薬剤師会までＦＡＸしてください。 

 

９）都薬の執行部の役員新体制が決まりました 

一覧表を別紙添付しますので、ご覧ください。 

 

１０）平成２９年毎月勤労統計調査特別調査」調査協力のお願い 

1～4人の常用労働者を雇用する小規模事業所における雇用実態の調査です。 

今回、東京都が調査対象地区となっており、該当する全ての事業所に調査員が訪問します。

つきましては、調査員が訪問した際には調査にご回答のほどお願いいたします。調査は8

月～9月にかけて行います。 

 

豊島区薬剤師会からの連絡事項 

１）【再掲】豊島区薬剤師会ホームページをぜひご覧下さい 

ホームページの内容が充実してきました。今後もより良いページを作りたいと思います。 

（ FAXや配布物などはいままで通りです。 ） 

ホームページアドレス   http://www.toyoyaku.jp/ 

会員専用ページに入るには、パスワード「 t o s h i m a 」を使ってください。 

 

会員入会 

畑 かおり（Ｂ） チチブ薬局二丁目店  長崎２－２６－１９ 

 

会員数報告 

Ａ会員 110名 

Ｂ会員 25名 

賛助会員 1名 

合計 136名 

 

保険部より 

１）難病医療費助成制度における自己負担上限額管理表の記載について 

難病の患者に対する医療等に関する法律（難病法）による医療費助成制度についてこれま

で難病法施行令に基づく経過措置が実施されてきましたが、この経過措置は本年12月31日

を以て終了することとなりました。経過措置の対象となっていた患者の明年1月1日以降の

支給認定は難病法の基準に基づいて審査されることになります。 

自己負担上限額管理表は、毎月の自己負担額の管理に使用されるだけでなく、この難病法

の基準による審査の際に医療費実績を証明する書類として使用することが認められてい

ます。そのため、自己負担上限額に達した後も、医療費総額等を自己負担上限額管理表に

記載し、確認印を押印ください。 

 

参考 

①（軽症高額該当者）支給認定申請の月以前の12ヵ月間（発症1年未満の場合は発症月か

ら申請月の間）において､申請した指定難病にかかった医療費総額（10割分 申請した当該

指定難病に係る医療費に限る）が、33,300円を超える月が3ヵ月以上ある場合 



②（高額長期該当者）「高額長期」の認定申請日の属する月以前の12ヵ月間において､支

給認定を受けた指定難病の1ヵ月当たりの医療費総額（10割分 難病医療費助成の支給認定

日以降･当該指定難病に係る医療費に限る）が、50,000円を超えた月が6ヵ月以上ある場合 

 

２）【再掲】保険に関する情報は「豊島区薬剤師会保険部グループページ」をご覧下さい 

すでに参加されている方もいらっしゃいますが、豊島区薬剤師会では保険関係の情報を細

かく伝達するために、専用のページを設けております。 

まず、豊島区薬剤師会ホームページの会員専用ページに入っていただき、「保険部ページ

への参加のお願い」をご覧になり、それに従って登録ください。 

 

学術部より 

１）豊島区薬剤師会学術勉強会のお知らせ 

7月の勉強会はお休みとなります。 

 

薬学生実務実習関係 

１）【再掲】東京都薬剤師会‘学生向け’「とやく携帯メルマガ」配信のお知らせ 

東京都薬剤師会では、薬学生が、卒業後「東京都薬剤師会に入会しよう」という動機づけ

となることを期待して、携帯電話によるメールマガジンの配信を開始します。実務実習受

入薬局には案内ポスターを配布いたしますので、薬学生への案内をお願いいたします。な

お、学生対象ですが、会員への配信も可能です。 

 

池袋あうる薬局輪番 

8月の輪番は以下の通りです。出勤よろしくお願いいたします。 

お願い ～輪番に入る７日前までに、出動する方の氏名をあうる薬局まで連絡してください。 

８月 日 勤 ９：００ ～ １６：３０ 
準 夜 １６：００ ～ ２２：００ 

 受付事務入力兼任 

５日（土）   ヒバリ薬局 あうる薬局 

６日（日） ヒロ薬局下板橋店 こまごめ薬局 めぐみ薬局 佐藤薬局 

１１日（金・祝） チチブ薬局 サン薬局ときわ通り店 チチブ薬局 ことり薬局 

１２日（土） 
  

あうる薬局 ことり薬局 

１３日（日） あうる薬局 駒込中央薬局 ことり薬局 駒込中央薬局 

１９日（土） 
  

平和通り保健薬局 ことり薬局 

２０日（日） あうる薬局 あうる薬局 雄飛堂トキワ通り店 佐藤薬局 

２６日（土）   平和通り保健薬局 あうる薬局 

２７日（日） 春日通薬局 あうる薬局 めぐみ薬局 北池薬局 

 



長崎休日診療所派遣 

8月の輪番派遣は以下の通りです。出動よろしくお願いいたします。 

８月  

６日（日） 大澤第一薬局 

１１日（金・祝） エンゼル薬局 

１３日（日） 長崎調剤薬局 

２０日（日） エンゼル薬局 

２７日（日） 大澤第一薬局 

 

医薬品・情報管理センター報告 

○管理センター売上及び仕入 

平成29年6月売上金額   ￥4,156,044－ 

平成29年6月仕入金額   ￥4,904,695－ 

 

○相談件数 

6月 件数 

薬局からの在庫確認 155 

薬局からの処方箋応需 2 

患者からの処方箋応需 1 

医療用医薬品についての相談 5 

医療機関の紹介 6 

一般用医薬品についての相談 2 

その他 7 

合計 178 

 

○池袋あうる薬局処方せん受付状況 

休日夜間 112枚 

その他  516枚 

 

○情報発信 

プレコンセプションケアについて 

コンセプション（Conception）は受胎、つまりおなかの中に新しい命をさずかることをい

います。プレコンセプションケア（Preconception care）とは、将来の妊娠を考えながら

女性やカップルが自分たちの生活や健康に向き合うことです。 

プレコンセプションケアによって、女性やカップルがより健康になること、元気な赤ちゃ

んをさずかるチャンスを増やすこと、さらに女性や将来の家族がより健康な生活を送れる

ことをめざします。 

プレコンセプションケアは、妊娠を計画している女性だけではなく、すべての妊娠可能年

齢の女性にとって大切なケアです。自分を管理して健康な生活習慣を身につけること、そ

れは単に健康を維持するだけではなく、よりすてきな人生をおくることにつながります。 

成育医療研究センターにプレコンセプションケアセンターが日本で初めて開設されまし

た。 



このセンターでは、いつか妊娠を考えるすべての女性とカップルが、あらゆる視点から現

在の健康状態のチェックを受け、日々の生活や健康について各分野のスペシャリストたち

に相談できることを目指しています。このセンターではとくに、現在ご病気をお持ちの方

や、小児期にご病気をお持ちだった方からの将来の妊娠・出産についてのご相談、なかな

か妊娠しないカップル、妊娠してもこれまでに思うような結果が得られなかったカップル

のご相談に力を入れています。また、これまでに妊娠に関する情報が十分ではなかったご

病気の妊娠・出産に関する情報を集め、すべての方に妊娠前に知っておいていただきたい

最新の情報を、発信しています。 

一例として、妊娠可能な年齢の女性に対して、食品からの葉酸摂取に加えて、栄養補助食

品から１日 0,4mg（400μg）の葉酸を摂取すれば、神経管閉鎖障害（二分脊椎、無脳症）

の発症リスクが低減することが期待でき、勧められています。薬剤師もサポートできるこ

とがあります。 

（国立成育医療研究センターHPから引用） 

 

広域病院処方せん受付状況報告 

6月 都立大塚 豊島病院 長寿医療センター 

 件数 枚数 件数 枚数 件数 枚数 

 1,472 1,573 83 93 84 101 

 

理事会報告 

平成 29年 7月 11日(火)午後 8時 20分より豊島薬業会館 1階会議室にて理事会が開催されま

した。 

出席者：遠藤会長 佐野副会長 江村副会長 佐藤副会長 黒須副会長 田崎常務理事  

毛塚常務理事 元谷常務理事 伊原常務理事 小林理事 前原理事 南出理事  

田中監事 大澤監事 

 

○前月分理事会議事録承認 

 

○報告事項 

1．会長会報告 

2．保険部報告 

4．池袋あうる薬局運営委員会報告 

3．学術部報告 

5．その他（健康展、都薬在宅医療・介護地区担当者会議） 

 

○協議事項 

1．池袋あうる薬局カメラ設置について 

池袋あうる薬局での防犯と調剤状況把握を目的としたカメラ設置について協議した。導入

方向で検討を続けるが、カメラ設置に伴って発生しうる諸問題について十分に検討するこ

ととなった。 

2．在宅医療・介護連携推進に係る事業について 

地域包括ケアの運用に向けた多職種と連携した在宅医療・介護提供体制の運用推進が都薬

の今年度重点事業の一つとなっており、当会としてはサイボウズで「地域医療担当」グル

ープを作成し情報交換と具体的な活動の実施を進めていくこと、多職種連携の場で薬剤師

の活動を紹介できるようなパワーポイント資料等の充実に努めることなった。また、都薬



の基金事業である「Ⅱ-a 在宅医療連携研修」と「Ⅲ-b 連携促進・啓発」の年内実施に向

け取り組んでいくこととなった。 

 

○審議事項 

1．「豊島区新型インフルエンザ等対策推進協議会」委員の推薦について 

田崎常務理事あるいは内山理事を推薦することとなった。（本理事会後，内山理事に引き

受けていただくこととなった） 

2．今年度健康展のテーマについて 

当会から「知ってますか！体とくすりと食事の知識」を提案することとした。 

3．豊島区保険薬局全図（薬局マップ）の更新作成について 

当会会員の保険薬局のうち実際に処方箋を扱っている103軒を掲載することとし、500部を

製作することとした。また、本マップのベースとなる最新地図の版権を購入する必要が生

じたため製作費が当初予定より増えて約18万円となることが承認された。 

 

豊島区薬剤師会の活動（６月） 

６／ ６  豊島区 池袋駅周辺混乱防止対策協議会 

   豊島区 ふくし健康まつり説明会 

 ７  レセプト受付 

 ８  豊島区薬剤師会 監査会 

   池袋あうる薬局運営委員会 

 １０  東京都薬剤師会 地区及び職域薬剤師会会長会 

 １３  豊島区薬剤師会 理事会 

 １５  豊島区薬剤師会 学術勉強会 

 １７  東京都薬剤師会 通常総会 

 ２０  健康展予定会場（IKE・Biz）下見 

   薬薬連携セミナー 

 ２１  都立大塚病院医療連携薬事連絡会 

 ２９  豊島区 生活安全協議会及びセーフコミュニティ推進協議会 

   豊島区薬剤師会 通常総会 

 ３０  いけよんプロジェクト設立総会 

 



 



医薬品分割販売利用案内 

平成２９年６月 

公益社団法人豊島区薬剤師会 会長 

豊島区医薬品・情報管理ｾﾝﾀｰ ｾﾝﾀｰ長 

 

※要遮光の医薬品（散剤、顆粒、ドライシロップ、水剤）について、仕切り書と薬ラベルに「遮光」

と記載することにしました。保存に関しては各薬局にて管理をお願いします。 

 

１． 分割販売品目 

医薬品約１８００品目、投薬ビン・軟膏壺などの医療材料 

 

豊島区薬剤師会ホームページに販売品目リストを掲載しております。 

 

２． 販売単位 

錠剤・カプセル ・・・・・・・・ １錠・１カプセル単位 

散剤・顆粒・ドライシロップ・・・ １ｇ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

水剤 ・・・・・・・・・・・・・ １ｍｌ単位（バラ）、1包単位（分包品） 

軟膏・クリーム ・・・・・・・・ １ｇ単位（バラ）、1本単位（チューブ） 

点眼・点耳・吸入 ・・・・・・・ １本単位 

ハップ剤 ・・・・・・・・・・・ １袋単位 

坐剤 ・・・・・・・・・・・・・ １個単位 

医療材料等・・・・・・・・・・・ １個単位 

 

容器が必要な場合は、所定の容器（有料）を使用いたします。 

 

３． 販売価格 

医薬品・・・・・・・・・  薬価（消費税込） 

その他（医療材料等）・・・ 取扱品目リストに掲載 

 

４． 手数料 

豊島区薬剤師会 会員  ・・・ 無 料 

区外 薬剤師会 会員  ・・・ １回  １０８円（消費税込） 

その他医療機関     ・・・ １回 ２１６０円（消費税込） 

 

５． 検収・返品 

医薬品受領時に必ずご確認いただき受領印もしくは自署をお願いいたします。 

品質管理上、返品はできません。 

ただし、メーカー回収の場合は、この限りではありません。 

 

※使用期限が２ヵ月未満の場合は事前に確認の連絡をさせていただきます。 

２ヵ月以上でも期限の確認が必要な方は発注書の備考欄にその旨をご記入ください。 



６． 発注方法 

注文方法  ： 専用の発注書に必要事項を記入のうえ、ＦＡＸにてご注文下さい。 

       （電話での注文はお受けしておりません。） 

受付時間  ： ９時 から １６時３０分 月曜日～土曜日 

受取時間  ： ９時 から １７時    月曜日～金曜日 

       ９時 から ２１時３０分 土曜日・日曜日・祝日 

 

※年末年始、棚卸等により臨時休業する場合があります。（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞでご確認ください） 

※指定の発注書は、ホームページよりダウンロードできます。 

 

７． 利用者の確認事項 

初回利用時には、開設許可証の写しをご提出いただきます。 

また、都薬の会員証をお持ちの方は会員証の写しもご提出下さい。 

なお、豊島区薬剤師会会員の方は提出不要です。 

 

その他開設許可更新等、管理センターが開設許可証の確認が必要と判断した場合には、 

再度ご提出いただくことがあります。 

 

８． 支払い方法 

豊島区薬剤師会会員は、原則として月末日締めの「翌月口座引落」となります。 

その他の方は、「薬品受け取り時に現金支払い」となります。 

 

 

＊ 管理センターでは、会員様の要望のあるものにつきまして、取り扱いを検討し、採用するか否

かを決定する資料として使用します。つきましては下の要望書に記入し、あうる薬局に提出し

てください。ＦＡＸでかまいません。 

 

＊ 集計管理上、１枚１品目とし、複数の場合はコピーしてお使いください。 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・（きりとり）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

医薬品管理センター取り扱い要望書 

平成  年  月  日 

 

薬局名                             印  

 

以下の製品の取り扱いを要望します 

 

製品名                                規格 

                                               

 

 

 

 



管理センター取り扱いリスト追補 

＊ 新規取り扱い（過去に中止または停止したものの再開、リスト作成時に漏れたものも含む） 

 
製品名 小分単位 備考 

内 エビリファイ散 1% g  

内 コリオパンカプセル 5mg C  

内 ジェノゲスト錠 1mg「モチダ」 錠  

内 タルチレリン錠 5mg「サワイ」 錠  

内 テルミサルタン錠 20mg「DSEP」 錠  

内 テルミサルタン錠 40mg「DSEP」 錠  

内 レバミピド錠 100mg「オーツカ」 錠  

外 スピリーバ 2.5μgレスピマット 60吸入 本  

外 フェルナビオンパップ 70 袋 1袋 7枚入り 

 

＊取り扱い中止 

 製品名 備考 

内 アレギサールドライシロップ 0.5%  

内 タンドスピロンクエン酸塩錠 20mg「サワイ」  

内 デイオバン錠 80mg  

外 パルミコート吸入液 0.25mg  

 


